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会  議  の  概  要 
 

１ 開 議                        １０：００～ 

【事務局日程説明】 

 

２ 行政報告 

 

[理事者入室] 市民生活部 

 

（１）亀岡市税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について 

 

＜市民生活部長＞ 

（あいさつ） 

＜税務課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１０：０８ 

[質疑] 

＜冨谷委員＞ 

所得の壁が引き上げられると、本市としてどのくらいの減収が見込まれるの

か。 

＜税務課長＞ 

基礎控除について、一定１６０万円以下の方が非課税になるなどの影響もあ

るため、今後そのような影響についての算定などを調査してまいりたい。 

＜大西議員＞ 

車体課税の現行の税率はいくらか。 

＜税務課長＞ 

９０ｃｃから１２５ｃｃ以下のバイクについては、年額２，４００円である。 

会         議        記         録 

会議の名称 環境市民厚生常任委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 上西 

日 時 令和７年４月３０日（水曜日） 
開 議  午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議  午前 １０ 時 ４８ 分 

出席委員 ◎土岐 ○木村 大西 冨谷 大塚 大石 平本 西口 

理事者 

出席者 

【市民生活部】谷口部長 

 [市民課] 高木課長 

 [火葬場整備推進課] 田中課長 

 [保険医療課] 藤谷課長 

 [税務課] 樋口課長、岩﨑担当課長、上澤副課長 

事務局 吉田事務局長、上西主査 

傍聴者 市民 ２名 報道関係者 ０名 議員 １名 



 2 

＜大西委員＞ 

これまでは２，４００円かかっていたのが、新基準に当てはまるものについ

ては年額２，０００円になり、市民負担が減るという認識でよいか。 

＜税務課長＞ 

今回の新基準で原付を購入される方については、今まで５０ｃｃ原付を購入

されていた方と同じ負担で乗ることができ、税額についても５０ｃｃ原付と

同額となる。 

＜大西委員＞ 

これから買う人が対象になり、これまでにこの基準の車両区分に乗っている

人は対象にならないのか。 

＜税務課長＞ 

今後、１１月から新たに生産されるものについて適応されていくものである。 

＜大西委員＞ 

１１月から新基準の車両区分のバイクが出てきて、これまで税額２，４００

円であったのが年額２，０００円の税負担になるという認識でよいか。 

＜税務課長＞ 

１２５ｃｃ原付が２，０００円の税負担であり、以前の５０ｃｃ原付と同じ

負担で乗れるということだが、あくまでも１２５ｃｃの新基準は性能を５０

ｃｃ原付と同じにして、道路交通法においても５０ｃｃ原付と同じようなこ

とを守って乗らなければいけないということをご理解いただきたい。 

＜平本委員＞ 

現時点で走っている１２５ｃｃについては、２，４００円のままという理解

でよいか。 

＜税務課長＞ 

そのとおりである。 

＜木村副委員長＞ 

１２５ｃｃであっても今後も最高出力が４．０キロワット以上のものは対象

外であり、性能が１２５ｃｃの排気量であっても、馬力が４キロ以下である

ことが登録の際に何かで証明できれば、２，０００円の税負担と理解してよ

いか。 

＜税務課長＞ 

そのとおりである。 

＜西口委員＞ 

新たな機種が出てきたときに本人の申告制なのか、自動的に行政に登録され

て切り換えていくのか、そのあたりを市民にどのように周知するのか。 

＜税務課長＞ 

国などにおいて、既に周知されているが市としても市民に理解いただけるよ

うに広報などを考えていきたい。 

＜西口委員＞ 

申告制であれば統一して皆に知っておいてもらわなければいけない。環境に

配慮した対策でもあるので、そのあたりのことも含めて行政として何か対応

策は考えているのか。 
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＜税務課長＞ 

総排気量５０ｃｃ以下の従来の原付に加え、総排気量１２５ｃｃ以下のバイ

クで最高出力が４．０キロワット以下に制御したものも、原付免許で運転で

きて税額は従来の５０ｃｃのままという区分基準が理解しづらいため、市民

に理解いただけるように分かりやすい方法を考えて窓口や広報で周知してい

きたいと考えている。 

＜木村副委員長＞ 

車検証には何ｃｃでどれだけの出力があるか記載されているが、原付は車検

証ではなく、登録証みたいなのものに記載があるのか。 

＜税務課長＞ 

出力について記載がある。 

＜木村副委員長＞ 

１２５ｃｃは５０ｃｃの原付とは違って２人乗りができることや、最高速度

が３０キロではないなどの利点があるので、１２５ｃｃの原付に乗る場合で

も税額２，０００円で乗れるバイクもあるということを周知していく理解で

よいか。 

＜税務課長＞ 

新しい基準もできるが、今までどおり１２５ｃｃで馬力の出る原付もあるた

め、それについては市民の皆さんに選択していただけたらと思う。窓口でも、

議員指摘のように新基準についての説明や周知ができるようにしていきたい。 

＜大石議員＞ 

減額納税の具体的な申請方法は。窓口に証明書類を持参のうえ申請するのか。 

＜税務課長＞ 

バイクを購入されたら本市の担当窓口で登録をされると思うが、その際に書

類に排気量、出力などが明記されているので、内容に基づいてこちらで所有

者などを確認して税額決定していくことになる。 

＜大石議員＞ 

証拠書類がないとだめなのか。証明できる書類を持っていかないと市として

認定できないのか。証明できる書類を持参して申請するという方法で理解し

ているが、それ以外で何か特別に市民に要求するようなことはあるのか。 

＜税務課長＞ 

特別にはない。 

＜大石議員＞ 

それでは周知徹底をよろしく頼む。 

＜大西委員＞ 

物価上昇局面における税負担の調整及び就業調整への対応の大学生年代の子

等に関する特別控除について、子等の給与収入が「１５０万円～１８８万円」

の場合、控除額に階段を設けて控除とはどういうことか。 

＜税務課長＞ 

特定扶養控除という所得控除があり、新しい税制の給与収入でいうと１２３

万円までは控除額が住民税で４５万円である。例えば、配偶者控除と配偶者

特別控除という所得控除があり、配偶者の所得額が段階的に増えていくと、
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控除額が段階的に減っていき、最後はある一定の基準を超えると控除がなく

なってしまう現象と同じような仕組みが今回の控除でも適用されている。子

どもの所得が増えると特定親族特別控除として控除額が段階的に減っていき、

最後は控除額がゼロになるということである。 

＜大西委員＞ 

市民の方が自分はどの段階の控除額に該当するか分かるような表はあるのか。 

＜税務課長＞ 

給与収入、所得額に応じて控除の額がどのくらいか定められている。 

＜大西委員＞ 

ホームページに控除額の階段のような表は掲載されるのか 

＜税務課長＞ 

既に国などでも様々な形で周知しているところであるが、本市としても市民

に向けてホームページなどで周知していく必要があると考えている。 

（質疑終了） 

 

［理事者退室］ 市民生活部 

 

３ その他 

 

行政視察について 

＜事務局主査＞ 

（資料に基づき説明） 

＜土岐委員長＞ 

行政視察については事務局からただいま説明があったとおりである。質問事

項について、特に意見がなければ、この質問内容を視察先に送付することと

するので了承願う。有意義な視察となるよう各自、事前の準備等をよろしく

お願いする。 

 

南丹病院組合議会での会議内容の共有について 

＜事務局主査＞ 

（資料に基づき説明） 

＜土岐委員長＞ 

私から共有させていただきたいがよろしいか。 

（全員了） 

＜土岐委員長＞ 

それでは先日開催された会議について共有させていただく。議長、環境市民

厚生常任副委員長と出席させていただいた。資材が物価高騰しており、予想

をはるかに超える金額であり厳しい中で経営されている。物価高騰で予算が

大幅にオーバーしているので規模を縮小して検討していきたいという内容で

あった。特段、会議の中で質疑はなかったと記憶している。何か意見はある

か。 

＜大塚委員＞ 
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以前に南丹病院組合議会に出席していたので経緯はある程度聞いているが、

遅れているのは資材の高騰であると理解している。もう一点、放射線治療・

検査の加算の請求のやり方に問題があった件について、今回６，５００万円

の特別損失を計上したということだが、返金作業にかなりの手間がかかり対

応に追われると思うが、そのあたりの説明はどうであったか。 

＜木村副委員長＞ 

特別損失で診療費の返金、患者窓口未収分徴収分として６，５００万円計上

されたことについて予算の説明の際に一連の説明があったが具体的な進め方

や質疑は出なかった。また、新病棟整備に係る関連工事として２，２５０万

円を建設関連工事として予算が上がっていることや病室の料金変更について

の説明もあったが特段質疑や質疑に対する討論はなく、会議が終了したと記

憶している。 

＜大塚委員＞ 

今まで６年連続の黒字だったが人件費が上がったため赤字ということである

が、実際は新型コロナウイルス感染症関連の補助金があったのでプラスにな

っていたわけで、国から補助金が打ち切られ、その分がなくなり収益がなく

なっていると思うがそのあたりの説明は出なかったか。 

＜土岐委員長＞ 

８億円の赤字が出るという話は上がっていたが、特段なかったと記憶してい

る。 

＜平本委員＞ 

資材高騰物価高騰というのも十分理解できる。また、今後の計画の見直しに

ついても十分理解できるが、今説明のあったとおり大きな赤字が出ているの

と、赤字改善について、職員の意識改革に努めるという抽象的な話しかなか

ったのか、具体的にこのあたりを改善していく説明があったのか。 

＜土岐委員長＞ 

特段なかったと記憶している。 

＜西口委員＞ 

医師、看護師、そしてさまざまな形で携わる職員など、病院の環境について

会議に出席された二人はどんな感覚でおられるか。 

＜土岐委員長＞ 

経営自体は赤字が出てくるということであるため今後の病院の在り方を考え

ていかなければいけないと思う。市民にとって総合医療センターがなくなる

と非常に困るので、何とか少しでも経営が安定するよう委員間でも協議を行

っていきたい。 

＜木村副委員長＞ 

質疑があまりないように感じた。今後どのように進めていかれるか注視しな

がら説明に対して質疑もしていきたいと思う。 

＜西口委員＞ 

現状に危機感をもって質疑も含めて追求するところは追求し、安定した医療

サービスが受けられるようにしっかりと経営状態全体の運営について考えて

いただきたい。 
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＜土岐委員長＞ 

議長も一緒に出席されていたので議長とも話を共有させていただき、次回の

会議が行われる前にでも一度みんなで協議ができる場を設けて充実していけ

ればと考えている。 

＜大西委員＞ 

当初より病院の機能を集約させるとあるが、具体的にどのようなことをされ

るか説明はあったか。 

＜土岐委員長＞ 

具体的にはなかったが、３００億円近い予算の範囲内でできることは何か検

討中であり、縮小しなければいけないというような話であった。 

＜平本委員＞ 

正副委員長に南丹病院組合議会議員としてお世話になっているのである程度

は一任しているが、必要に応じてもし、委員間にも今回のように情報提供が

必要だと判断される場合は共有いただきたい。 

＜大石委員＞ 

病院側にも何かあれば定期的に環境市民厚生常任委員会でも説明していただ

きたいとお願いしており、病院側としても病院の事業について聞いて欲しい

というような意識を持っておられるため、機会あるごとに環境市民厚生常任

委員会の場で話を聞ければよいと思うので議長と相談や調整をお願いしたい。 

＜土岐委員長＞ 

その方向で進めていきたい。 

 

＜土岐委員長＞ 

行政視察の行程など詳細については調整した後、報告させていただくのでよ

ろしくお願いする。次回の月例は、５月１９日（月）午前１０時から開催す

るので、よろしくお願いする。 

 

散会 ～１０：４８ 


